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12 月定 例 議 会の内容をわかりやすくお伝えします。
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「名和公民館の
バリアフリー対策を
求める請願書」を

採択

なかやま温泉
入浴料値上げ

公共施設の
光熱費等の増額

米価下落影響
対策補助金

12月
定例会
ダイジェスト 物価高騰で悲鳴それでも暮らしを守るため

Check

アウトドアライフ構想推進で企業誘致めざす

継続審査となっていた請願は、委員
会審査を経て本会議で採択した。
（関連６Ｐ）

補正予算 補正予算請願陳情

燃料価格高騰を指定管理者の企業
努力だけでは負担しきれないため。

なかやま温泉（サウナあり）
小学生以下　２２０円→２５０円
中学生以上　４４０円→５００円

（近隣施設の料金）
淀江ゆめ温泉（サウナあり） ７００円
岸本温泉ゆうあいパル（サウナなし） ５２０円
法勝寺温泉（サウナなし） ４５０円

庁舎や公民館、学校などでエネルギー
価格高騰の影響により増額する。

10a当たり3740円
（1袋30㎏当たり220円×17袋相当・関連4P）

条例改正

補正予算

企業誘致費の増額
1020万円
大山寺エリアで空き家を取得する。
本町が掲げる「アウトドアライフ構想」を推
進するため、大山寺エリアにモンベルに続
くアウトドアブランドの店舗誘致をめざす。

大山町物価高騰対策チケット事業
補正予算

１億6039万円
家計負担の軽減と地域経済活性化のため
全町民を対象に、町内の協賛店舗で使え
る商品券（１人１万円分）を発行する。

配布開始：令和５年２月１日
有効期限：令和５年７月３１日まで

3378万円 3085万円

（１０月臨時会）

一
人
当
た
り

５
０
０
円
券
が
20
枚
だ
よ

令和４年産米価格の前々年との比較
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一般会計補正予算　質疑条例改正・その他

12月
定例会

議
案
の
質
疑・討
論

チ
ェッ
ク
し
ま
す

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

　

国
が
積
極
的
な
勧
奨
を
控
え
て
い
た
期
間（
平
成
25
年
～
令

和
3
年
）に
定
期
接
種
の
機
会
を
逃
し
、そ
の
後
、自
費
で
接
種

を
受
け
た
人
に
費
用（
上
限
１
万
７
８
３
０
円
）を
助
成
。予
算

額
32
万
円
。

大
山
口
駅
前
駐
車
場
条
例
の一部
改
正

　

大
山
口
駅
東
側
の
空
き
地
を
第
３
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
。

米
価
下
落
影
響
対
策
補
助
金

　

米
価
低
迷
に
よ
り
収
入
減
少
と
な
っ
た
水
稲
農
家
に
、
10
ａ

当
た
り
３
７
４
０
円
を
補
助
す
る
。
予
算
額
３
０
８
５
万
円
。

【
池
田
議
員
】
法
改
正
に
よ

り
、
男
性
も
感
染
予
防
の
た

め
の
接
種
が
可
能
に
な
っ
た

が
、
男
性
も
対
象
に
な
る
か
。

【
こ
ど
も
課
長
】
男
性
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任
意
接
種

の
扱
い
で
あ
る
。
今
後
定
期

接
種
と
す
る
か
、
現
在
国
で

検
討
中
で
あ
り
、
今
の
と
こ

ろ
男
性
は
助
成
の
対
象
と
し

て
い
な
い
。

【
門
脇
議
員
】
現
状
の
駐
車
場
状
況
お
よ
び
新

た
に
整
備
す
る
第
３
駐
車
場
の
区
画
数
は
。

【
建
設
課
長
】
駅
西
側
の
第
１
、
第
２
駐
車
場

あ
わ
せ
、
有
料
区
画
が
18
、
無
料
区
画
が
32

あ
る
。

　
有
料
区
画
は
主
に
駅
前
の
商
業
店
舗
用
で

あ
り
、
無
料
区
画
は
Ｊ
Ｒ
利
用
者
用
で
あ
る
。

第
３
駐
車
場
は
20
区
画
程
度
を
予
定
し
て
お

り
、
有
料
・
無
料
の
別
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

【
吉
原
議
員
】
現
状
は
、
有
料
区
画
と
無
料

区
画
が
利
用
者
に
わ
か
り
に
く
い
の
で
は
な

い
か
。

【
建
設
課
長
】
有
料
区
画
に
は
商
店
名
な
ど
を

書
い
て
い
る
が
、
わ
か
り
や
す
い
表
示
を
検

討
し
た
い
。

【
岡
田
議
員
】
奥
側
に
自
転
車
置
き
場
が

あ
る
が
、
自
転
車
利
用
者
の
安
全
確
保
は
。

【
建
設
課
長
】
自
転
車
利
用
者
の
安
全
に
十

分
配
慮
し
て
、
区
画
の
決
定
を
し
て
い
き
た
い
。

【
小
谷
議
員
】
昨
年
度
に
続

く
支
援
だ
が
、
単
価
設
定
の

根
拠
は
。

　
ま
た
、
収
入
保
険
の
加
入

者
の
状
況
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】
令
和
２
年

度
と
の
価
格
差
で
、
今
年
度

は
１
袋
当
た
り
２
２
０
円
を

算
定
基
礎
に
し
、
10
ａ
当
た

り
換
算
で
３
７
４
０
円
の
補

助
額
と
し
た
。
令
和
3
年
度

は
１
袋
当
た
り
２
５
０
円
補

助
だ
っ
た
。

　

収
入
保
険
の
加
入
者
は

１
２
６
３
戸
で
、
こ
の
う
ち

米
の
作
付
け
が
あ
る
の
は
79

戸
で
あ
る
。

大
山
参
道
市
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

こ
れ
ま
で
大
山
観
光
局
の
子
会
社
で
あ
る
株
式
会
社
さ
ん
ど
う
が
施
設
管
理
を
行
い
、カ
フ
ェ

ベ
ー
カ
リ
ー
営
業
や
物
販
は
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
外
注
さ
れ
て
い
た
。令
和

５
年
４
月
か
ら
は
、直
接
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
、施
設
管
理
を
５
年
間
行
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　

指
定
管
理
者
の
公
募
に
応
募
し
た
の
は
、一
者
の
み
で
あ
っ
た
。

　

５
年
間
の
指
定
管
理
料
は
総
額
５
４
１
５
万
円
の
予
定
で
あ
る
。

【
門
脇
議
員
】
物
販
事
業
で
の
、
大
山
町
産
品

の
販
売
な
ど
、
選
定
に
い
た
る
状
況
は
。

【
観
光
課
長
】
物
販
は
、
現
状
で
は
町
内
産
品

が
10
％
以
下
で
あ
る
が
、
今
後
は
地
域
貢
献

と
し
て
で
き
る
だ
け
地
元
産
を
扱
っ
て
い
く
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
や
、

大
山
の
情
報
発
信
も
ど
ん
ど
ん
や
る
と
い
う

こ
と
で
選
定
し
て
い
る
。

【
近
藤
議
員
】
町
は
指
定
管
理
委
託
料
を

年
１
０
８
０
万
円
支
払
う
が
、
指
定
管
理
事

業
者
は
、
自
主
事
業
と
し
て
カ
フ
ェ
ベ
ー
カ

リ
ー
や
物
販
事
業
を
行
い
、
１
億
７
０
０
万

円
の
売
上
と
、
１
億
６
０
０
万
円
の
経
費
を

見
込
ん
で
い
る
。
事
業
者
の
収
支
計
画
は
ど

こ
ま
で
チ
ェッ
ク
し
た
か
。

【
観
光
課
長
】
指
定
管
理
委
託
料
は
、
ト
イ
レ

の
維
持
管
理
、
情
報
発
信
、
人
が
集
う
場
と

し
て
の
運
営
費
用
と
し
て
み
て
い
る
。

　
繁
忙
期
以
外
は
客
数
も
少
な
く
、
自
主
事

業
の
売
上
と
経
費
が
近
い
金
額
で
あ
る
こ
と

は
や
む
を
え
な
い
。

駅前の活性化も今後の課題駅前の活性化も今後の課題

周辺への波及効果が期待される周辺への波及効果が期待される

肥料・資材の高騰も負担大きく肥料・資材の高騰も負担大きく

届
出
保
育
施
設
等
の
保
育
料
負
担

軽
減
事
業
費
補
助
金

　

保
育
料
無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
施
設
の
保
育
料
に

補
助
を
行
う
。令
和
４
年
６
月
定
例
会
の
陳
情
採
択
を
受
け
、

予
算
化
さ
れ
た
。予
算
額
81
万
円
。

【
門
脇
議
員
】
ど
の
よ
う
な

施
設
が
対
象
か
。

【
こ
ど
も
課
長
】
事
業
主
が

従
業
員
の
た
め
に
設
置
す
る

企
業
就
労
型
保
育
園
や
、
県

が
認
証
す
る
と
っ
と
り
森
・

里
山
等
自
然
保
育
認
証
制

度
の
認
証
を
受
け
て
い
る
園

な
ど
が
対
象
で
あ
る
。

　
西
部
管
内
で
は
27
カ
所
の

施
設
が
あ
る
。

【
池
田
議
員
】
補
助
の
対
象

に
な
る
時
期
は
。

【
こ
ど
も
課
長
】
令
和
４
年

４
月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
対

象
に
す
る
。

「森のようちえん」も対象に「森のようちえん」も対象に

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
、

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
の
５
～
７
割

を
防
ぎ
ま
す
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みなさんからのみなさんからの請願・陳情請願・陳情はこうなりましたはこうなりました

題名 提出者 付託した委員会の意見・結果 本会議
採決結果

名和公民館のバリア
フリー対策を求める
請願書

大山町西坪
　山下昭治

（紹介議員）
　西本憲人

　高齢者の利用が多く、適切なバリアフ
リー対策は必要だが、エレベーター設置
は財政的に厳しい。
　１階の会議室を改装し対策する検討・実
施は必要。
　採決の結果、採択３、不採択１で採択す
べきものと決した。

採択

子どものために保育士
配置基準の引き上げに
よる保育士増員を求める
意見書の提出を求める
陳情書

東伯郡湯梨浜町泊
鳥取の保育を考える会
会長
　石井由加利

　国に対して基準の見直しを引き続き
求めるべきと決した。
　全会一致で採択すべきものと決した。

採択
意見書提出

農産物加工所の活用
と整備を求める請願書

大山町平田
　山根　譲　他３名

（紹介議員）
　池田幸恵

　本町が負うリスクなどに関して保健所
や近隣自治体への調査が必要と思われる。
　また、加工所休止は急遽の対応だった
ので、再度、住民説明が必要だと思われた。
　採決の結果、全会一致で継続審査と決
した。

継続審査

12 月定例会で審査した請願・陳情の結果を報告します。

名
和
公
民
館
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

を
求
め
る
請
願
書

の活動常任委員会
12月定例会

総務 常任委員会

施設の現状を詳しく確認する

逢坂農産物処理加工所

　12月８日、９日、12日
の３日間、所管する各
課から事業の説明を受
け、審査した。
　12日には、年末で休
止する逢坂農産物加工
所、町内産品陳列の確
認のため参道市場、電
動マウンテンバイクの
保管状況の確認のため
大山時間Shopの現地
視察をした。
　そのほか、売却予定
の遊休町有地や名和
公園の整備工事の現
状確認も行った。

窓口用TV 会議システム 公金の運用 除雪機の購入補助

農産物加工所の改修費用 自主組織の収益事業

総務課 財務課 企画課

企画課 企画課

Q電子計算費の詳細は。
A窓口用TV会議システムは、窓

口と担当課を繋ぎ、住民対応
をワンストップで実現するも
のである。窓口のほかにも必
要な課に割り振る予定である。

Qどのように行なっているか。
A会計課が担当し、「大山町資金

管理および運用についての方
針」に基づき、副町長や財政担
当課長、財政担当者からなる
公金運用会議で検討実施して
いる。債券運用の限度額は基
金総額の60%以内である。

Q現在1/2補助だが補助率は上
がらないか。また集落に貸し
出すために自主組織が購入
するのは補助対象になるか。

A補助率は現状で行う。今後の
状況を見て制度内容の検討
もある。自主組織での購入も
補助対象である。

Q休止予定の逢坂農産物加工
所に、令和４年度使用した改
修費用は。

Aトイレの改修が37万6千円、
エアコン修理が36万4千円、
そのほかの修理が３万円程度
である。

町有施設

財務課

Q町有施設の床面積削減の状
況と計画の進ちょくは。

A本町は他の自治体に比べ、施
設の床面積が３倍程度多い状
況である。30年間で20％削
減の目標を定めており、現在、
目標を上回るペースで取り組
んでいる。

Q自主組織の収益事業に必要な
労務・税務などの適切な処理を
考えるとハードルが高く、行政
側からは収益事業をすすめる
ことはできないのではないか。

A今後のことは検討する。町と
してはコンプライアンスは
守っていただきたい。

討  

論

賛
成
討
論

【
西
本
議
員
】
公
民
館
の
２
階
を
利
用
す
る
障
が
い
者
や

高
齢
者
が
困
っ
て
提
出
し
た
請
願
で
、
適
切
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
策
を
求
め
る
の
が
一
番
の
趣
旨
で
あ
る
。
決
し
て

今
す
ぐ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
求
め
る
内
容
で
は
な
い
。

　
１
階
を
使
い
や
す
く
改
装
す
る
案
も
良
い
案
だ
。

【
大
森
議
員
】
願
意
は
、
み
ん
な
が
使
い
や
す
い
公
民
館

の
た
め
、
現
状
の
な
か
で
、
で
き
る
だ
け
や
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
内
容
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。

【
小
谷
議
員
】
所
管
の
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
願
意
に
つ
い
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
限
ら

ず
、
１
階
を
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
こ
と
も
含
む
と
確
認

し
て
い
る
。

反
対
討
論

【
門
脇
議
員
】
請
願
内
容
は
、
公
民
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
な
ど
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
議
会
が
請
願
を
認
め

る
こ
と
は
、税
金
の
無
駄
づ
か
い
を
町
に
求
め
る
に
等
し
い
。

【
野
口
議
員
】
公
共
施
設
で
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

は
す
で
に
し
て
あ
る
。
公
民
館
の
建
て
替
え
計
画
も
検
討

さ
れ
て
い
て
、
現
状
の
施
設
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
無

駄
で
あ
る
。
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教育民生 常任委員会

社会福祉協議会との意見交換会

大山町役場大山支所

　12月8日から9日、
12日の3日間、所管す
る各課から令和4年度
一般会計補正予算ほか
事業の説明を受け審査
した。
　13日は社会福祉協
議会との意見交換会を
実施し、全事業につい
て説明を受け理解を深
めた。また、地域福祉事
業と介護サービス事業
の両方を今後も継続し
ていく方針を聞いた。

生ごみ出しま宣
せん

言袋

公民館の建て替え

差別禁止条例

特定健診受診率

マンツーマン英会話

子育てオンライン相談

住民課

社会教育課

福祉介護課

健康対策課

幼児・学校教育課

こども課

Q事業開始後の申請数は。
A令和4年12月14日現在、生ご

み出しま宣言の申請者数は
64人である。

　今後、もっと増やしていきた
い。

Q老朽化が進む各公民館の建
て替えスケジュールは。

A設計などの着手は令和7年度
に計画している。

　それまでに町民との意見交換
を重ねていく予定だ。

Q差 別 禁 止 条 例 の 制 定スケ
ジュールは。

A弁護士より「規制される差別の
範囲があいまいである」と指
摘があった。今後、審議会を2
回経て、令和5年6月議会に条
例案を上程する。

Q特定健診受診率の推移は。
Aコロナ前までは受診率は伸び

ていたが、近年はコロナの影
響で受診率が低下傾向にあ
る。地区別の受診状況も分析
しており、今後の施策につな
げたい。

Q小中学校におけるオンライン
英会話事業の進ちょくは。

A令和4年10月から民間企業と
連携してスタートしている。小
中学生は1回45分間、フィリ
ピン人などの外国人講師と1
対1で会話練習を行っている。

Q事業の概要は。
Aスマホを使って無料で気軽に

医師に相談できる。今年度ト
ライアルで実施する。令和4
年11月12日現在、41人の登
録があり、相談件数は小児科
5件、産婦人科1件である。

大山町議会では、常任委員会で議案や事務・事業などを分担し、
より詳細な審査を行っています。

経済建設 常任委員会

図面で境界など確認した

大山口駅前東側の空き地

　12月8日、9日、12日、
13日の4日間、所管す
る各課から令和４年度
補正予算ほか付託を受
けた請願の説明を受け
審査した。
　13日には、補正予算
に計上された大山口駅
東側スペースや公共下
水道さざんか台団地
中継ポンプ制御盤、12
月末で休止となる逢坂
農産物加工所を視察し、
あわせて請願審査を
行った。

コンベンション補助金

観光課

Q大会や合宿などを誘致する補
助金だが利用状況は。

A令和4年度は現時点で延べ宿
泊者数は1868人で、169万9
千円である。

電気代高騰

水道課

Q繰出金の詳細は。
A電気代高騰にともない農業集

落排水事業では14の処理区
で、公共下水道事業は4施設
において予算不足が見込まれ
るため。

大山口駅前駐車場

建設課

Q大山口駅前駐車場条例の改
正理由は。

A大山口商店会の解散とあわせ
て、大山口駅前東側の空き地
を駐車場とするために改正す
る。

米価下落補助金

農林水産課

Q対象者と支援の内容は。
A町内に住所を有する者が対象

である。
　令和４年産米を作付けした

水稲農家に対し、10a当たり
3740円を交付する。ただし作
付面積から自家消費相当分と
して一律10aを控除する。

地域集積協力金

農業委員会

Qどのような農地が協力金の交
付対象となるのか。

A地域での話し合いにより地域
の農地をまとめて農地中間
管理機構に貸し付けた場合に、
地域に協力金を交付する。

中山ふれあい倶楽部

地籍調査課

Q多目的トイレ改修工事の詳細
は。

A建物管理者や利用者の意見
を取り入れ、既存の男女共用
トイレを多目的トイレに改修
する。
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動画はQRコードからどうぞ

豊
か
な

　
森
林
資
源
の
維
持
は

町長

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で

　
　
　
　
検
討
し
た
い

シカ防止ネットで森を守る

【
杉
谷
】
持
続
的
な
森
林

環
境
の
保
護
や
、
維
持
管

理
を
強
化
す
る
た
め
の
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
は
。

【
町
長
】
森
林
経
営
管
理

制
度
の
意
向
調
査
を
中
山

地
区
で
進
め
て
い
る
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は

森
林
整
備
の
期
待
が
高

ま
っ
て
お
り
、
森
林
資
源

を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
で
検
討
し
た
い
。

【
杉
谷
】
山
林
の
地
籍
調
査

の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

【
町
長
】
森
林
面
積
１
０
３

・
３
８
㎢
に
対
し
調
査
は

令
和
３
年
度
末
54
・
47
㎢

で
進
ち
ょ
く
率
52
・
69
％
、

今
後
23
年
程
度
か
か
る
。

【
杉
谷
】
野
生
動
物
の
鹿
に

よ
る
被
害
の
現
況
は
。

【
町
長
】
山
林
の
被
害
報
告

は
な
い
が
山
間
部
で
の
農

地
被
害
が
あ
り
、
捕
獲
奨

励
金
も
出
て
い
る
。

【
杉
谷
】
山
林
の
管
理
状
況

は
。

【
町
長
】
森
林
組
合
や
森
林

公
社
な
ど
が
森
林
経
営
計

画
な
ど
に
基
づ
き
間
伐
・
植

林
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

【
杉
谷
】
森
林
に
対
す
る

愛
着
や
生
物
多
様
性
な
ど

に
対
す
る
学
校
教
育
は
。

【
教
育
長
】
小
学
校
は
森
林

の
恵
み
や
林
業
に
携
わ
る

人
々
、
中
学
校
で
は
木
材

加
工
な
ど
の
学
習
を
行
い
、

自
然
に
対
す
る
心
を
育
む

教
育
を
実
施
し
て
い
る
。 杉谷洋一杉谷洋一 議員 議員

不
登
校
へ
の

　
対
応
や
考
え
は

農
村
型
集
落
の
衰
退
は

教育長

町長

 

不
登
校
も
一
つ
の

　
選
択
肢
と
考
え
る

知
恵
を
絞
っ
て
い
る
が

　
　
　
決
め
手
が
な
い

不登校も一つの選択肢

集落は守れるか

【
大
杖
】
不
登
校
が
悲
観

的
な
問
題
と
は
限
ら
な
い
。

対
応
に
学
校
以
外
の
団
体

な
ど
の
連
携
・
協
力
は
。

【
教
育
長
】 

県
の
基
準
を
満

た
し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

と
連
携
し
て
い
る
。
不
登

校
も一つ
の
選
択
肢
と
考
え

る
。

　
義
務
教
育
の
9
年
間
は
、

社
会
で
活
躍
す
る
基
盤
作

り
の
大
切
な
時
期
だ
。

【
大
杖
】
部
活
だ
け
の
登
校

を
認
め
な
い
学
校
が
多
い

が
本
町
の
考
え
は
。

【
教
育
長
】
学
校
で
や
り
た

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
学
校

行
事
も
含
め
存
分
に
や
っ

て
欲
し
い
。

【
町
長
】
子
ど
も
た
ち
が
ど

の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て

【
門
脇
】
人
口
減
少
が
著

し
い
農
村
型
集
落
の
衰
退

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
か
。

【
町
長
】
全
国
的
な
傾
向
で

あ
り
、
対
策
に
知
恵
を
絞
っ

て
い
る
が
決
め
手
が
な
い
。

【
門
脇
】
合
計
特
殊
出
生

率
は
、
人
口
減
少
対
策
の

指
標
と
し
て
は
不
十
分
だ
。

出
生
数
と
相
関
関
係
に
あ

る
婚
姻
数
を
指
標
と
す
べ

き
で
は
。
２
０
１
３
年
の

婚
姻
数
は
78
件
で
、
昨
年

度
は
27
件
だ
。

【
町
長
】
婚
姻
数
は
出
生

数
と
相
関
が
あ
る
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。

　

ど
の
指
標
を
使
っ
て
、

目
標
を
立
て
る
か
は
検
討

し
た
い
。

も
、
良
い
環
境
を
準
備
す

る
の
が
行
政
の
務
め
だ
。

【
大
杖
】
生
徒
数
が
減
少

す
る
過
疎
地
で
は
、
豊
か

な
自
然
の
中
で
ふ
る
さ
と

の
魅
力
を
体
験
学
習
で
学

び
、
ふ
る
さ
と
愛
溢
れ
る

社
会
人
を
育
て
る
考
え
は
。

【
教
育
長
】
ふ
る
さ
と
愛
に

満
ち
た
子
ど
も
を
育
て
る

【
門
脇
】
結
婚
を
希
望
す

る
人
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
が
あ
る
が
、
結
婚
し

な
く
て
も
い
い
、
あ
る
い

は
結
婚
自
体
に
興
味
が
な

い
人
へ
の
施
策
は
。

【
町
長
】
将
来
に
希
望
を

持
っ
て
、
結
婚
も
視
野
に
、

今
後
の
人
生
設
計
が
で
き

る
社
会
づ
く
り
を
し
た
い
。

こ
と
は
、
本
町
の
教
育
の

大
き
な
柱
だ
。

【
町
長
】
学
校
教
育
の
み
な

ら
ず
、
地
域
社
会
の
中
で

能
力
を
伸
ば
し
、
国
内
や

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
が

育
つ
環
境
を
作
る
こ
と
が

ふ
る
さ
と
大
山
町
を
思
う

教
育
に
な
る
。

【
門
脇
】
愛
す
る
ふ
る
さ
と

を
誰
が
守
っ
て
い
く
か
と

い
う
視
点
は
、
教
育
の
中

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の

か
。

【
教
育
長
】
地
域
の
実
態
も

把
握
し
な
が
ら
、
主
体
的

な
、
気
持
ち
を
持
つ
教
育

が
さ
れ
て
い
る
。

大杖正彦大杖正彦 議員 議員

門脇輝明門脇輝明 議員 議員

13人が町長・教育長に
一般質問を行いました。

ページ 質　問　事　項 質問議員

10 １．豊かな森林資源の維持を 杉谷　洋一

11
１．コロナ禍における不登校問題と教育支援の方針 大杖　正彦

１．大山町の人口減少対策について 門脇　輝明

12

１．感染者数世界１である歯周病対策は
２．全員英語が話せる町はいつやるのか

西本　憲人

１．農産物加工場の活用は 池田　幸恵

13

１．大山町における森林管理の現状と課題は 吉原美智恵

１．堆肥活用について
２．山陰道淀江インター跡地活用事業について
３．防災対策について

大原　広巳

14

１．フリースクールへの支援について
２．オーガニック給食・オーガニックビレッジ宣言について

豊　　哲也

１．岡山県和気町の取り組みについて
　（教育環境の充実、転入転出の動機調査）

小谷　英介

15

１．起業支援事業の拡充について
２．生活道路の改善整備支援について

島田　一恵

１．住宅増加地域の環境整備を
２．令和5年度予算編成方針と財政運営は

岡田　　聰

16
１．大山町のまちづくりについて 近藤　大介

１．デジタル化とマイナンバーカードについて問う 大森　正治

◆一般質問とは
議員の日常活動と調査
研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、町
長や教育長などの方
針を問うものです。

お持ちのスマホやタブレットから、QR
コードを読み込むと、各議員の質問
をYouTube動画でご視聴いただけ
ます。
議事録は議会事務局や議会ホーム
ページで閲覧できます。

一般
質問
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動画はQRコードからどうぞ

加
工
所
の
休
止
を

　
取
り
消
さ
な
い
か

町長

現
時
点
で
は

　
検
討
し
て
い
な
い

町民が使いやすい加工所を

【
池
田
】
加
工
品
を
作
り
、

販
売
ま
で
で
き
る
町
内
唯

一
の
逢
坂
農
産
物
加
工
所

の
休
止
を
決
め
た
理
由
は
。

【
町
長
】
製
造
物
の
事
故
時

の
対
応
や
責
任
に
つ
い
て
、

許
可
取
得
者
の
大
山
町
が

負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

と
指
摘
が
あ
っ
た
。

【
池
田
】
利
用
者
へ
の
情
報

提
供
は
。

【
町
長
】
利
用
登
録
団
体

に
は
説
明
会
を
行
っ
た
。

　

町
民
へ
の
周
知
と
し
て

は
、
広
報
だ
い
せ
ん
12
月

号
に
加
工
所
休
止
に
つ
い

て
の
記
事
を
掲
載
し
た
。

【
池
田
】
住
民
説
明
会
で

は
、
休
止
の
理
由
が
不
明

確
で
あ
っ
た
。
利
用
者
と

町
が
話
し
合
っ
て
納
得
で

き
る
着
地
点
が
何
よ
り
も

一
番
大
切
だ
。
リ
ス
ク
が

あ
る
な
ら
ば
リ
ス
ク
に
つ

い
て
話
し
合
う
場
が
必
要

で
は
な
い
か
。
今
回
は
そ

れ
が
全
く
な
い
。
広
報
の

記
事
に
も
理
由
は
掲
載
さ

れ
て
な
か
っ
た
。

【
町
長
】
可
能
な
限
り
で
き

池田幸恵池田幸恵 議員 議員

る
方
法
を
模
索
検
討
し
た
。

生
産
者
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
今
ま
で
の
よ
う
な
形

態
で
施
設
が
引
き
続
き
利

用
で
き
る
の
が
一
番
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
意
見
交
換
し

な
が
ら
い
い
道
を
探
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

感
染
者
数
世
界
一
の

　
　
　
歯
周
病
対
策
は

町長

特
定
健
診
な
ど　

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

歯の健康が健康寿命を伸ばす

【
西
本
】
全
世
界
で
最
も

ま
ん
延
し
て
い
る
病
気
は
、

歯
周
病
と
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク

に
も
載
っ
て
い
る
。

　
成
人
の
８
割
以
上
は
歯

周
病
の
症
状
が
あ
り
、
歯

周
病
菌
が
全
身
を
回
っ
て

脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
・
狭

心
症
な
ど
循
環
器
系
の
リ

ス
ク
や
、
糖
尿
病
な
ど
の

合
併
症
も
誘
発
す
る
。

　
本
町
の
歯
科
検
診
受
診

者
数
、
受
診
率
は
。

【
町
長
】
令
和
３
年
度
、
1

歳
半
・
３
歳
児
健
診
で
の

保
護
者
対
象
の
歯
科
検
診

で
は
、
延
べ
64
人
で
32
％
、

ま
た
後
期
高
齢
者
歯
科
検

診
で
は
、
38
人
で
受
診
率

１
・
2
％
で
あ
る
。

【
西
本
】
虫
歯
が
な
い
人
ほ

ど
、
歯
周
病
に
は
な
り
や

す
く
、
30
代
頃
か
ら
発
症

し
始
め
る
と
い
う
。

　
町
の
特
定
健
診
と
あ
わ

せ
て
歯
科
検
診
も
、
町
が

率
先
し
て
行
わ
な
い
か
。

【
町
長
】
節
目
の
年
で
の
歯

科
検
診
は
、
他
町
で
の
例

を
参
考
に
前
向
き
に
検
討

し
た
い
と
思
う
。

西本憲人西本憲人 議員 議員

　
そ
の
ほ
か
、
英
語
教

育
で
英
語
を
習
得
し
な

く
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ス
の
進
歩
に
よ
っ

て
、
学
習
の
必
要
性
が

な
く
な
る
の
で
は
と
の

問
い
に
、
言
語
の
壁
は

な
く
な
る
が
、
言
語
習

得
す
る
行
動
は
残
る
と

の
返
答
で
あ
っ
た
。

森
林
管
理
の

　
現
状
と
課
題
は

町長

経
営
管
理
意
向
調
査
を

　
　
　
　
実
施
し
て
い
る

森林は大山町の宝です

【
吉
原
】
森
林
の
機
能
は
水

を
貯
え
、
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
す
る
と
い
う
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
本
町
で
も
、
漁
業
に
影

響
を
与
え
る
森
林
管
理
の

現
状
と
課
題
を
問
う
。

【
町
長
】
経
営
管
理
集
積

計
画
に
必
要
な
意
向
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。

【
吉
原
】
適
正
管
理
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
所
有
者

が
不
明
で
あ
っ
た
り
、
荒

れ
放
題
の
山
と
い
っ
た
状

態
の
把
握
調
査
が
必
要
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】
行
政
も
あ
る
程

度
手
を
加
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。

【
吉
原
】
外
国
資
本
に
よ
る

山
林
の
買
収
状
況
は
。

【
町
長
】
届
出
調
査
の
結

果
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

【
吉
原
】
所
有
す
る
山
林

の
２
割
以
下
を
間
伐
し
て
、

収
入
を
得
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
自
伐
型
林
業
の
取

り
組
み
を
研
究
し
て
は
。

【
町
長
】
県
内
で
も
事
例
が

あ
り
、
参
考
に
し
た
い
。

【
吉
原
】
本
町
の
資
源
を
生

吉原美智恵吉原美智恵 議員 議員

か
す
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
取

り
組
み
を
進
め
て
は
。

【
町
長
】
他
の
団
体
と
の
連

携
を
模
索
し
て
み
る
。

【
吉
原
】
中
学
校
の
技
術
の

授
業
で
大
山
町
産
の
木
材

で
作
品
を
作
っ
て
は
。

【
教
育
長
】
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

さ
ら
な
る
堆
肥
の
普
及
を

町長

 

畜
産
農
家
を
支
援
す
る

こだわりの農産物ブランド化へ

【
大
原
】
堆
肥
を
さ
ら
に
普

及
す
る
た
め
に
、
中
山
や

大
山
地
区
に
も
堆
肥
セ
ン

タ
ー
が
で
き
な
い
か
。
中

山
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
や
、

大
山
里
部
の
酪
農
家
と
の

連
携
で
、
効
率
的
な
散
布

が
可
能
に
な
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

【
町
長
】
現
時
点
で
は
、
名

和
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
最

大
限
活
用
す
る
。
大
規
模

酪
農
家
と
の
連
携
は
今
後

検
討
し
た
い
。

【
大
原
】
散
布
機
の
大
型
化

で
、
散
布
可
能
な
圃
場
が

限
ら
れ
て
い
る
。
小
型
散

布
機
の
導
入
支
援
や
、
進

入
路
の
拡
張
に
助
成
で
き

な
い
か
。

【
町
長
】
検
討
す
る
。

【
大
原
】
町
産
堆
肥
を
利

用
し
た
、
こ
だ
わ
り
の

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
す
る
に
は
何
が
必

要
か
。

【
町
長
】
堆
肥
の
利
用

促
進
を
は
か
り
な
が
ら
、

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
取

得
に
向
け
た
支
援
を
行

い
た
い
。

大原広巳大原広巳 議員 議員

健康 歯周病

　

こ
の
ほ
か
、除
雪
機

導
入
の
補
助
率
ア
ッ
プ

と
、集
落
の
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
補
助
金
増
額

の
検
討
を
要
望
し
た
。

　

ま
た
、防
災
士
の
資

格
取
得
者
拡
大
に
向
け
、

集
落
や
地
域
自
主
組
織

に
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
要

請
し
た
。
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放
課
後
に

　
町
営
の
学
び
場
を

町長

自
然
体
験
の
学
び
場
を

　
　
　
　
充
実
さ
せ
た
い

恵まれた環境を生かそう

【
小
谷
】
岡
山
県
和
気
町

で
は
、
放
課
後
に
町
営
の

学
び
場
を
運
営
し
て
お
り
、

転
入
者
の
５
人
に
１
人
は
、

そ
の
学
び
場
に
惹ひ

か
れ
て

移
住
し
た
と
い
う
。
本
町

で
も
検
討
し
な
い
か
。

【
町
長
】
町
の
方
針
と
し
て
、

子
ど
も
や
保
護
者
に
過
度

の
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
、

ま
ず
は
学
校
教
育
の
質
を

あ
げ
た
い
。

【
小
谷
】
学
校
教
育
の
質

を
上
げ
る
こ
と
に
異
論
は

な
い
。
た
だ
、
放
課
後
の

過
ご
し
方
に
悩
む
家
庭
は

多
い
よ
う
に
思
う
。
放
課

後
の
学
び
場
と
い
っ
て
も
、

机
に
向
か
う
勉
強
だ
け
で

は
な
く
、
自
然
体
験
学
習

な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

【
教
育
長
】
子
ど
も
や
保

護
者
と
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
、
公
民
館
活
動
を
拡

充
し
て
い
き
た
い
。

【
小
谷
】
具
体
的
に
、
ど
の

よ
う
な
方
向
性
で
充
実
さ

せ
る
の
か
。

【
町
長
】
大
山
町
ア
ウ
ト
ド

ア
ラ
イ
フ
構
想
に
沿
っ
た

形
で
、
自
然
体
験
な
ど
の

小谷英介小谷英介 議員 議員

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
支
援
は

町長

月
２
万
円
を
通
所
者
に

　
　
　
　
補
助
し
て
い
る

本町で開所予定のフリースクール

【
豊
】
本
町
の
公
教
育
が

抱
え
る
大
き
な
問
題
は
何

で
あ
る
か
。

【
教
育
長
】
不
登
校
問
題

も
大
き
な
問
題
点
で
、
本

町
で
は
、
横
ば
い
傾
向
だ

が
、
県
全
体
で
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
あ
る
。

【
豊
】
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育

の
よ
う
な
自
由
な
自
己
決

定
が
で
き
る
教
育
環
境
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解

を
持
っ
て
い
る
か
。　

【
教
育
長
】
日
本
の
義
務

教
育
の
中
で
は
な
か
な
か

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

【
豊
】
公
教
育
で
補
え
な

い
部
分
に
関
し
て
民
間
事

業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
。

【
教
育
長
】
公
教
育
で
全
て

を
網
羅
で
き
る
時
代
で
は

な
い
。
子
ど
も
の
様
子
を

聞
く
な
ど
、
情
報
共
有
し

な
が
ら
連
携
し
て
い
る
。

【
豊
】
民
間
事
業
者
へ
の
資

金
的
な
支
援
は
。

【
町
長
】
事
業
者
補
助
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
授
業

料
に
あ
た
る
通
所
経
費
は

月
２
万
円
助
成
し
て
い
る
。

豊　哲也豊　哲也 議員 議員

学
び
の
場
の
充
実
を
は
か

り
た
い
。

【
小
谷
】
ぜ
ひ
進
め
て
欲

し
い
。
和
気
町
の
よ
う
に

施
策
が
移
住
促
進
に
つ
な

が
る
か
を
測
定
す
る
た
め
、

窓
口
で
転
入
転
出
の
理
由

を
調
査
し
な
い
か
。

【
町
長
】
検
討
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
・
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に

つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、

今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
行
い
、
状
況
を
見

て
検
討
す
る
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
納
税
活
用
の
政
策
提

言
も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
生
活
道

路
の
改
善
整
備
支
援
に
つ

い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
集
落
内
の
生
活
道
路

改
善
整
備
に
つ
い
て
は
、

原
材
料
支
給
と
機
械
借

り
上
げ
の
補
助
が
あ
り
、

必
要
な
支
援
策
は
今
後

検
討
し
た
い
と
の
返
答

で
し
た
。

企
業
支
援
の

　
拡
充
に
つ
い
て

町長

行
政
と
事
業
者
の

　
　
　
連
携
を
す
る

若者たちで改装する空き店舗

【
島
田
】
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
業
支
援
補
助
金
の
要
件

の
中
に
、
５
年
以
上
の
継

続
営
業
と
あ
る
が
、
途
中

で
継
続
で
き
な
い
場
合
は
。

【
町
長
】
返
還
と
な
る
。

【
島
田
】
事
業
継
続
を
維

持
す
る
た
め
に
も
、
町
が

追
跡
調
査
で
き
な
い
の
で
、

商
工
会
の
支
援
が
必
要
だ
。

　
補
助
金
の
要
件
の
中
に

商
工
会
加
入
を
追
加
す
る

の
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
町
内
商
工
業
者

の
６
割
が
加
入
し
て
お
り
、

補
助
金
の
採
択
基
準
で
は

な
い
が
加
入
の
お
勧
め
は

し
て
い
る
。

【
島
田
】
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
が
続
く
中
、
新
規
創

業
す
る
人
に
対
し
て
の
補

助
金
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
本
町
の
課
題
で
あ

る
、
空
き
施
設
や
空
き
家

な
ど
の
活
用
を
踏
ま
え
た

上
で
、
創
業
す
れ
ば
別
の

課
題
も
合
わ
せ
て
支
援
を

し
て
い
る
が
、
単
体
で
の

新
規
創
業
に
対
し
て
は
む

ず
か
し
い
。

島田一恵島田一恵 議員 議員

町
民
生
活
を
守
る
予
算
は

町長

暮
ら
し
や
す
い

　
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

自然を生かす事業や教育を

【
岡
田
】
新
年
度
予
算
編

成
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
と
地
域
経
済
活
性

化
の
両
立
は
。
ま
た
町
民

生
活
・
雇
用
・
事
業
、
そ

し
て
地
域
を
守
る
施
策
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
基
本
的
に
、
楽

し
さ
自
給
率
が
高
く
、
町

民
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

８
つ
の
視
点
に
立
っ
た
事
業

の
充
実
強
化
お
よ
び
新
た

な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

１
、コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

る
経
済
、産
業
の
活
性
化
。

２
、明
日
の
大
山
町
を
築
く

子
育
て
教
育
、生
涯
学
習
の

充
実
。

３
、再
生
す
る
賑
わ
い
と
活

力
の
創
出
。な
ど
で
あ
る
。

【
岡
田
】
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
や
、
特
色
あ
る
教
育

の
充
実
に
手
厚
い
予
算
付

け
が
必
要
と
思
う
が
。

【
教
育
長
】
英
会
話
が
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
や
、

こ
の
大
山
の
素
晴
ら
し
い

自
然
を
生
か
し
た
特
色
あ

る
教
育
を
進
め
た
い
。

岡田　聰岡田　聰 議員 議員

　
こ
の
ほ
か
、
住
宅
増

加
地
域
の
町
道
認
定
・

公
園
整
備
に
つ
い
て
の

質
問
を
し
た
。
町
長
か

ら
、
住
宅
増
加
地
域
は

条
件
を
満
た
し
て
お
り
、

町
道
認
定
の
協
議
を
進

め
た
い
。
公
園
は
遊
具

設
置
助
成
の
み
と
の
答

弁
を
得
た
。
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動画はQRコードからどうぞ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

　
　

 

保
険
証
の
一
体
化
は

町長

普
及
に
有
効
だ
と

　
　
　
　
　
考
え
る

申請は住民課まで

【
大
森
】
２
０
１
６
年
に
交

付
が
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
カ
ー

ド
と
表
記
）
は
普
及
が
進

ま
な
い
。
そ
こ
で
、
政
府

は
最
大
２
万
円
付
与
の
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
ア
メ

と
、
健
康
保
険
証
と
カ
ー

ド
の
一
体
化
を
義
務
付
け

る
ム
チ
を
提
示
し
て
き
た
。

　
健
康
保
険
証
を
廃
止
し

て
、
カ
ー
ド
と
一
体
化
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

【
町
長
】
カ
ー
ド
普
及
の
手

段
と
し
て
は
有
効
と
考
え

る
。

【
大
森
】
カ
ー
ド
の
取
得
は

任
意
な
の
で
、
カ
ー
ド
を

取
得
し
な
い
人
も
出
て
く

る
が
。

【
町
長
】
困
る
人
が
出
な
い

よ
う
、
国
で
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。

【
大
森
】
町
民
の
カ
ー
ド
普

及
に
つ
い
て
、
今
後
ど
う

す
る
考
え
か
。

【
町
長
】
取
得
率
向
上
に

向
け
て
広
報
を
し
て
い
く
。

　
た
だ
、
ど
ん
ど
ん
取
得

を
す
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す
る
の

大森正治大森正治 議員 議員

協
働
の

　
ま
ち
づ
く
り
に
支
援
を

町長

検
討
は
し
て
い
き
た
い

コロナ禍に負けない絆を

【
近
藤
】
竹
口
町
長
が
め
ざ

す
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

【
町
長
】
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

【
近
藤
】
地
域
自
主
組
織

の
役
割
、
課
題
は
。

【
町
長
】
役
割
は
、
地
域
の

課
題
解
決
を
進
め
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
活
動
が
全

て
の
住
民
に
浸
透
し
て
い

な
い
こ
と
が
課
題
と
感
じ

て
い
る
。

【
近
藤
】
集
落
と
自
主
組

織
の
連
携
を
深
め
る
た
め

に
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
各
集
落
や
区
長

さ
ん
に
任
せ
る
に
は
限
界

も
あ
る
の
で
、
自
主
組
織

や
行
政
で
し
っ
か
り
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

【
近
藤
】
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
自
主
組
織
や
集
落

に
限
ら
ず
、
各
種
団
体
や

企
業
、
住
民
有
志
と
の
協

働
も
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
住
民
の
取

り
組
み
に
補
助
を
す
る
仕

近藤大介近藤大介 議員 議員

組
み
は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
趣
旨
に
は
賛
同
す

る
。

　
い
ろ
い
ろ
な
人
が
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
仕
組

み
づ
く
り
は
必
要
で
あ
り
、

検
討
は
し
て
い
き
た
い
。

は
市
町
村
の
役
割
で
は
な

い
。

【
大
森
】
国
が
国
民
の
個

人
情
報
を
一
手
に
握
る
こ

と
や
個
人
情
報
の
漏
え
い

へ
の
心
配
が
あ
る
が
。

【
町
長
】
個
人
情
報
に
関
し

て
は
、
配
慮
さ
れ
た
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
心
配

は
な
い
と
思
う
。
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一目一目ででわかるわかる審議結果審議結果
◯賛否の分かれた議案

氏　　名
議　　案

小
谷
英
介

西
本
憲
人

豊　
哲
也

島
田
一
恵

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

大
森
正
治

杉
谷
洋
一

近
藤
大
介

吉
原
美
智
恵

岡
田　
聰

野
口
俊
明

結
果

12 月定例会
人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて

〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 同意
（賛成12人）

名和公民館のバリアフリー対策を求め
る請願書

〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇 〇 × 採択
（賛成9人）

○は賛成、×は反対あるいは保留

10・11月臨時会
12月定例会
提出議案

10月臨時会／条例（1件）、補正予算（2件）、請負契約（1件）　　11月臨時会／条例（4件）、補正予算（4件）
12月定例会／条例（4件）、指定管理（4件）、補正予算（12件）、請負契約（1件）、陳情（1件）、発議（1件）
議案の議決は、米本隆記議長を除く１4人で行います。（10月の臨時会は豊議員は欠席でした。）

◯全会一致で議決した議案

10
月
臨
時
会

（
令
和
4
年
10
月
17
日
）

　

条
例
改
正
１
件
、
工
事
請
負
契
約
１
件
、

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
特
別
会
計
補
正

予
算
１
件
の
４
議
案
を
可
決
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

質 

疑

町
内
産
の
堆
肥
利
用
促
進

【
門
脇
議
員
】
町
内
産
堆
肥
の
利
用
が
増
加
す
る
と

追
加
の
補
正
は
あ
る
の
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】
予
定
し
て
い
る
６
０
０
ｔ
ま
で
で

あ
る
。

【
小
谷
議
員
】
町
内
産
堆
肥
散
布
の
利
用
状
況
と
、

今
後
こ
の
取
り
組
み
は
継
続
さ
れ
る
予
定
は
あ
る
の

か
。

【
農
林
水
産
課
長
】
利
用
率
は
８・９
％
く
ら
い
で
あ

る
。
こ
の
散
布
助
成
は
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
、
そ

れ
以
降
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
５
０
０
０
円
で
の
助
成

を
継
続
す
る
。

臨
時
特
別
給
付
金

【
西
本
議
員
】
給
付
対
象
者
と
申
請
方
法
は
。

【
福
祉
介
護
課
長
】
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
任
意
の
１
カ
月
間
の
収
入
で
判
定
し
た
結
果
、
非

課
税
扱
い
と
な
る
世
帯
が
対
象
で
あ
る
。
該
当
世
帯

に
確
認
書
を
送
付
し
て
い
る
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
申
請
す
る
。

【
大
森
議
員
】
周
知
方
法
は
。

【
福
祉
介
護
課
長
】
町
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
に
も
周
知
を
行
う
。

物
価
高
騰
対
策
チ
ケ
ッ
ト

【
大
杖
議
員
】
応
援
券
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
実
績
デ
ー

タ
は
と
っ
て
い
る
の
か
。

【
企
画
課
長
】
過
去
の
実
施
分
デ
ー
タ
は
把
握
し
て

い
る
。

【
池
田
議
員
】
チ
ケ
ッ
ト
を
使
い
き
れ
な
い
人
が
い
る
。

【
企
画
課
長
】
早
め
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
周

知
の
準
備
を
進
め
た
い
。

11
月
臨
時
会

（
令
和
4
年
11
月
30
日
）

　
条
例
改
正
４
件
、
一般
会
計
補
正
予
算
１
件
、

特
別
会
計
補
正
予
算
３
件
の
８
議
案
を
可
決

し
た
。
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時

会

定

例

会

定

例

会

質
疑
・
討
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報
告

臨
時
会
・
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結
果
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なにが 必要？
　今回の議員討論会は、安心して暮らせるまちのため
に、大山町の子育て施策と高齢者施策をどうするかと
いうテーマでした。竹口町長は就任以来、人口減少対
策を１番に考えた施策を実施してきましたが、町民の
皆さんも、もっとこうしたらとか、ここが足りないと思
われることもあるのではないでしょうか。
　各議員に持論を述べてもらいました。

大杖議員 杉谷議員

岡田議員 池田議員

吉原議員 豊議員

西本議員
米本議長

子育て施策と高齢者施策議員討論会ダイジェスト
議員全員の発言を
しっかり聞きたい方はこちらへ！

まとめ
　子育て支援や高齢者施策につい
ていろいろな意見がでました。町の
予算には限りがあるため、どこから
手をつけていくのかを議会として考
えていく必要があります。今後も、
全世代が暮らしやすいまちになるよ
うに、町民の皆さんとの積極的な意
見交換をしていきます。

　大学や専門学校にかかる教育費の負担軽減に関わる
施策はもっと充実させるべきだ。現在、鳥取県に就職
すると奨学金の返済を半額助成してもらえる制度があ
るが、町内での利用は少ない。大山町独自で、対象とな
る職種を増やすなど制度の拡充を検討するべきだ。

　子育て環境のさらなる充実のために、経済的負担軽減
の施策がもっと必要だ。具体的には、小中学生への教材費
の補助や、高校生の通学費の全額補助を求めたい。また、
女性の負担軽減のため、男性の家事育児への参加を推進
するようなまちづくりを進めるべきだ。

　２人目、３人目の子どもを増やすために、100万円の出
産祝い金の導入なども検討するべきだ。また、若い子育て
世代に集落に戻ってきてもらうため、３世代が同居できる
ような増築改築への補助金整備も検討するべきだ。

　働きながら子育てをする家庭にもっと支援が必要だ。例
えば、町内施設で病児保育ができる体制を整えるべきだ。
また、子どもが安全に登校できるように、通学路の除雪を
きちんとできる仕組みづくりも必要だ。

　各施策を本当に実現するために、議会のなかで人口減
少対策に関する調査特別委員会の立ち上げが必要だ。人
口減少対策として子育て支援のあり方や優先順位などを
議論し、政策提案ができるような場をつくりたい。

　放課後に子どもが通える町営の自然塾など、教育環
境整備が必要だ。また、多様な学びの選択肢を確保す
るために教育クーポンの導入も考えたい。学習塾、スポ
ーツ教室など、町内の学び場に通う人の月謝負担を補
助することで、経済的事情に関わらず子どもが学びを
深められるだけでなく、教育関連事業者の町内進出や
起業にもつながる。

　我が町の子育て支援策や教育環境の充実はすでにハ
イレベルだ。そのなかでも、さらに今後、大切なのは、
女性がもっと働きやすいような環境をつくることと、独
身者が多いので、独身者をもっと結婚に導くような施
策が必要だと思う。

　高齢者がボランティア活動をすることが元気で心
豊かな生活につながる。高齢者の積極的な社会参
加を促すような方法をもっと検討する必要がある。

　高齢者の多くは、本町の産業を支え、町の発展、
集落の維持に貢献した人たちだ。高齢者が生きが
いをもって暮らせるように、子育て支援同様に、手厚
い支援をしていくべきだ。

　高齢者がいつでも集まってコミュニケーションを
とり孤独を癒やせる場が、小規模でも地区ごとに必
要だ。行政主導で空き施設を改装し地域自主組織
が運営する形をとれないか。

　デマンドバスや老人クラブの活動など、使い方や
書類申請の手続きが煩雑だという声をよく聞く。今
ある施策を多くの方に利用してもらうためのサポー
トが何より必要だ。

　認知症対策として、認知症サポーター制度が地域
にもっと浸透するように工夫が必要だ。学校とも連
携をして、子どもたちにも認知症サポーター制度に
ついて理解を深めてもらうことも大切だ。

　図書館など、いろいろな世代が日常的に交流でき
る拠点づくりに取り組むべきだ。また、高齢化の先
進地として、自動運転やドローンを使った配送など、
地域課題を解決するために最新技術を導入した実
証実験に取り組むべきだ。

　高齢者も暮らす公営のシェアハウスが必要ではな
いか。独居ではなく、見守りも必要なく、車をシェア
することによって、交通問題の解決の可能性もある。
また、老後に安心して暮らすための金融教育も必要
だ。

大森議員

大原議員

島田議員

近藤議員

門脇議員

小谷議員

野口議員
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参加者60人（前回37人）
中山地区：21人　北御崎、八重
名和地区：10人　西坪
大山地区：29人　前、宮内、栄

●参加者の年代構成
50代から70代で全体の75％を占め、
30代から40代の方も参加いただいた。
今後は、より若い世代や女性の参加も
増やしていけるよう企画していきたい。

60代
18人

70代
16人

50代
11人

40代
6人

30代 6人
80代以上 3人

10代 0人
20代 0人

　

今
年
度
２
回
目
の

議
員
と
語
る
会
を
、11

月
に
6
カ
所
の
集
落

に
出
向
い
て
行
い
ま

し
た
。身
近
な
話
題
か

ら
町
の
政
策
ま
で
、幅

広
い
意
見
交
換
が
で

き
ま
し
た
。次
回
は
3

月
定
例
会
後
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

行政に寄せられた要望と回答

今後、投入口付近に選挙名を表示するか検討する。

選挙時の選挙区と比例区の投票箱がわかりづらい。

総務課から各課へ報告するよう周知した。

町への集落要望で、その後の進ちょく状況の報告がない。

自治会単位の整備事業はないが、遊具設置に
コミュニティ助成制度あり。土地確保できれば相談を。

公園が少ない。小規模で近い公園が必要だ。

研修費用が1万2800円、登録費が5000円。
自主防災組織育成補助金で対応していただきたい。

集落の自主防災組織で、防災士資格取得に補助はないか。

婚活支援の取組みはありがたいが、
組織の活動補助金を活用していただきたい。

県のえんトリー登録への支援だけでなく、
地域自主組織で行っている婚活支援活動にも支援してほしい。

タクシーと同等のサービスは行えない。
予約については、デマンドバス車内でも可能である。

デマンドバスの使い勝手が悪い。
また申し込みの簡素化はできないか。

要望 町長

あ
な
た
の

あ
な
た
の
声声
が
町
を
動
か
す

が
町
を
動
か
す

議
員
と
語
る
会

欠
員
の
補
充

欠
員
１
議
席
に
と
も
な
い
、議
会
の
委
員

会
構
成
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
　

委
員
長
／
杉
谷
洋
一　

副
委
員
長
／
大
杖
正
彦

委　
　
員
／
門
脇
輝
明　
岡
田　
聰

　
　
　
　
　
池
田
幸
恵

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
／
岡
田　
聰　

副
委
員
長
／
小
谷
英
介

委　
　
員
／
野
口
俊
明　
近
藤
大
介

　
　
　
　
　
吉
原
美
智
恵

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
／
池
田
幸
恵

副
委
員
長
／
西
本
憲
人

委　
　
員
／
近
藤
大
介　
大
原
広
巳

　
　
　
　
　
門
脇
輝
明　
島
田
一
恵

　
　
　
　
　
豊　
哲
也　
小
谷
英
介

新
委
員
会
構
成

　

こ
の
度
、
森
本
貴
之
議
員
の
死
去
に
と

も
な
い
大
山
町
議
会
は
1
人
の
欠
員
を
生

じ
ま
し
た
が
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ

り
、
現
状
で
は
繰
上
げ
補
充
・
補
欠
選
挙

と
も
に
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

集落単位だと
参加しやすくて
いいね

これからも
続けて
ほしいです

初めてあなたと出会ったのは、５年半前の選
挙説明会の時でした。大きな声で「よろしくお願
いします」と挨拶してくれたのが思い出されます。

あれから５年余りの付き合いでしたが、あなた
は１年また１年と成長していきました。

議会では議会改革調査特別委員会の副委員
長や教育民生常任委員会の委員長、議会運営
委員会の副委員長などを歴任して、大山町議
会の要としてみんなから頼りにされる存在となっ
ていました。

また、議会の外では、自民党県連の青年部
役員や、日本赤十字奉仕団大山支部副会長、
大山西小ＰＴＡ会長などで精力的に活動してい
ました。高校時代から始めたボクシングのトレー
ナーや、農業では水稲栽培にも力を入れていま
した。

根っから何事もまじめに真摯に取り組み、その
誠実な活動ぶりは、皆から信頼されていました。
時にはブラックユーモアを飛ばして、大拍手の時
もありました。

さて、残された私達は、森本議員の果たせな
かった分まで、大山町発展のために尽力するこ
とをここに誓います。

ありがとう、本当にありがとう。天よりいつまで
も私達を見守って下さい。さようなら。さようなら。

ご冥福を心よりお祈りいたします。
以上、追悼の詞といたします。

令和４年１１月３０日
大山町議会議員代表 大原 広巳

〜 追 悼 の 詞 〜

さようなら森本貴之議員
去る令和 4年 11 月に森本議員が急逝されました。

在りし日の森本議員在りし日の森本議員
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総務常任委員会

教育民生常任委員会

経済建設常任委員会

時　　期／令和4年10月5日～10月7日

視 察 先／北海道 美瑛（びえい）町・
 茅室（めむろ）町・
 浦幌（うらほろ）町

視察内容／電子地域通貨による地域活性、
 議会改革の取り組みなど

時　　期／令和4年11月17日～11月18日

視 察 先／島根県大田市・広島県府中市・
 岡山県和気（わけ）町・
 岡山県早島町

視察内容／公営塾、全天候型の交流施設、　
ボランティアポイントによる地域
活性、山村留学など

時　　期／令和4年11月16日～11月17日

視 察 先／愛媛県今治市・モンベルアウトド
アオアシス石鎚店・

 高知観光情報発信館とさてらす・
 徳島阿波踊り空港交流施設

SORAPA（そらぱ）・
 徳島県板野町

視察内容／地産地消と食育、楽しめる観光案
内所、レンタサイクルなど

　美瑛町では消費が町外へ流れてしまう対策と
して、地域内のみで使用できる電子地域通貨を
導入している。また、ボランティアをすることで
ポイントが付与されるなど行政施策とも連動して、
店舗数を伸ばしている。潤う事業者が限定され
てしまう危惧はあるが、地域経済を活性化するた
め、本町でも検討の余地があるのではないか。

　また芽室町、浦幌町では議会改革についての
視察も行った。特に浦幌町では「情報公開」や「住
民参加」を進めるために日曜議会、ナイター議
会など、住民との接点を増やす取り組みをしてい
る。本町議会でもイベントで対話できるブースを
設けることなどが考えられる。

　将来的な校区の維持や、魅力的な教育環境
整備を行うため、大田市の山村留学を視察した。
山村留学とは、自然豊かな地方に小中学生が 1
年単位で留学する仕組み。本町にはすでに豊か
な自然があり、体験プログラムの創出も可能で
はないか。地元の子どもたちと一緒に協同でき
るプログラムがあれば、ゆくゆくI ターンに繋げ

ることもできる。
　また「英語教育のまち大山町」を推進する中で、
各家庭の経済状況に左右されない、等しく学べ
る公営塾の視察を和気町で行った。早島町では
ボランティアポイント制度を導入しており、ご年
配のボランティア参加を進め、介護予防や生き
がいづくりに繋げているという。

　注目を集めているレンタサイクル事業を視察し
た。「SORAPA」では空港内にサイクルステーショ
ンを設置し、国内外の方に向けたレンタサイクル
事業を展開している。今後、本町でレンタサイ
クルを検討する際には、多種多様な需要に合わ
せた利用者目線が必要になる。また観光という
点では「とさてらす」も参考になった。各施設で

特典の得られるパスポートをつくり、回遊する仕
掛けを創出していた。さらに板野町の「道の駅」
では観光拠点だけではなく、次世代のエネルギー
拠点、あるいは災害に備えた防災拠点にもなっ
ていた。「道の駅」は地域経済の発展と住民の福
祉、防災拠点整備などを兼ね備えた複合的なも
のにできると学んだ。

行政
視察報告

　大山町議会では、他地域の先進的な取り
組みを町政に生かすため、今年度は 3つの
委員会に分かれて視察を行っています。毎回
テーマを持ち、視察先で意見交換会を開くな
ど議論を深めています。新型コロナウイルス
感染症の影響で3年振りの視察となりました。

カフェ DE 議会を行う浦幌町議会

ボランティアポイントを学ぶ

観光の窓口 とさてらす
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　私
は
、
森
本
議
員
の
急
逝
に

よ
り
、
広
報
委
員
の
欠
員
補
充

と
い
う
こ
と
で
、
同
期
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
議
会
だ
よ
り
の

編
集
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
お
声
を
町
政
に
反
映
す

べ
く
議
会
で
活
動
し
て
い
る
議

員
と
、
町
民
代
表
と
し
て
選
ん

で
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
と
の
交

流
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　地
味
な
部
分
が
多
い
議
会
活

動
で
す
が
、
議
員
一
人
ひ
と
り

が
、
一
般
質
問
や
議
案
の
質
疑

を
通
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら
頂
い

た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
姿
を
、
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き

る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　門
脇

雪に恵まれたスキー場開き祭

大
山
寺
周
辺

わたしのお気に入りの場所

発
行
責
任
者

　
　
　議
長
　米
本
　隆
記

広
報
常
任
委
員
会

　委
員
長
　池
田
　幸
恵

　副
委
員
長
　西
本
　憲
人

　
　
　委
員
　大
原
　広
巳

　
　
　委
員
　近
藤
　大
介

　
　
　委
員
　門
脇
　輝
明

　
　
　委
員
　島
田
　一
恵

　
　
　委
員
　豊
　
　哲
也

　
　
　委
員
　小
谷
　英
介

わ
た
し
の
大
山
町
の
お

気
に
入
り
は
大
山
寺
周
辺

で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、小
さ

い
こ
ろ
か
ら
よ
く
行
っ
て
い

た
場
所
だ
か
ら
で
す
。ち
児

行
列
で
が
ん
ば
っ
て
歩
い

た
参
道
だ
け
で
な
く
、三
年

生
の
時
に
ヒ
メ
ボ
タ
ル
を

観
察
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
や

登
山
道
入
り
口
、ス
キ
ー

教
室
で
何
回
も
行
っ
た
ホ

ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
と
、学
習

で
も
行
く
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。歴
史
が
あ
る
物
が

た
く
さ
ん
残
っ
て
い
て
、自

然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
も
大

好
き
な
理
由
で
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
お
気

に
入
り
の
場
所
は
、中
の
原

の
ス
キ
ー
場
で
、一
番
上
か

ら
見
え
る
日
本
海
や
弓
ヶ

浜
半
島
の
景
色
は
季
節
に

よ
っ
て
見
え
方
が
ち
が
い
、

と
て
も
き
れ
い
で
す
。

ほ
か
の
県
の
人
に
も
大

山
寺
周
辺
の
、み
力
が
伝

わ
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

西原 那菜
（大山小）

と
て
も
絶
景

大
山
の
山
頂

ぼ
く
の
お
気
に
入
り
の

場
所
は
大
山
の
山
頂
で
す
。

大
山
は
春
夏
秋
冬
の
景

色
が
と
て
も
き
れ
い
だ
か

ら
で
す
。山
頂
ま
で
登
っ

て
、そ
こ
か
ら
見
え
る
景
色

も
き
れ
い
で
、と
て
も
い
や

さ
れ
ま
す
。そ
し
て
、登
っ

た
と
き
の
達
成
感
も
あ
り

ま
す
。登
る
場
所
に
よ
っ
て

景
色
が
変
わ
り
、景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
登
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ぼ
く
は
、こ
の
大
山
を

も
っ
と
知
り
、大
山
の
魅
力

を
広
め
た
り
、大
山
の
清
掃

活
動
や一
木
一石
運
動
に
も

参
加
し
た
り
し
て
、大
山
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

大
山
を
よ
り
良
く
し
て
い

く
た
め
に
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
、実
行
し
て
い

け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

入江 陽太
（大山西小）

お
気
に
入
り

　
　の
場
所

私
は
大
山
町
が
大
好
き

で
す
。そ
ん
な
大
山
町
の
中

で
も
私
の
特
に
お
気
に
入

り
の
場
所
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
は
大
山
自
然
歴
史
館

で
す
。

な
ぜ
な
ら
、大
山
自
然
歴

史
館
で
は
、大
山
の
自
然
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
紹

介
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

写
真
パ
ネ
ル
や
標
本
な
ど

も
あ
り
、大
山
の
こ
と
を
く

わ
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。私
は
大
山
自
然
歴

史
館
に
行
っ
て
か
ら
、大
山

を
散
策
し
た
こ
と
で
よ
り

大
山
の
良
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

大
山
の
こ
と
を
く
わ
し

く
知
り
た
い
人
に
は
う
っ

て
つ
け
の
場
所
だ
と
思
い

ま
す
。ぜ
ひ
、み
な
さ
ん
も

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

竹下 柚華
（中山小）

家
族
と
の

　
　思
い
出

私
の
お
気
に
入
り
の
場

所
は
田
ん
ぼ
で
す
。私
に

と
っ
て
田
ん
ぼ
は
、と
て
も

楽
し
い
思
い
出
の
場
所
で

す
。私

の
家
は
米
農
家
を
し

て
い
る
の
で
、小
さ
い
こ
ろ

は
よ
く
、田
植
え
、い
ね
か

り
シ
ー
ズ
ン
は
母
や
姉
と

い
っ
し
ょ
に
父
が
仕
事
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。た
ま
に
、田
植
え

機
に
乗
せ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
あ
っ
て
、と
て
も
楽
し

く
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、弟
や
妹
が
田

植
え
機
に
乗
っ
て
喜
ん
で
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、と
て

も
な
つ
か
し
く
感
じ
ま
す
。

私
は
家
族
と
の
思
い
出

の
多
い
田
ん
ぼ
が
大
好
き

で
す
。

荒松 萌乃華
（名和小）

いりえ ひなたにしばら な  な

あらまつ ほ　の　かたけした ゆずか


